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Serial Dilations of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、補体カスケードの制御に関与するタンパク質をコードしています。コードされている糖タンパク質は崩壊促進因子（DAF）としても知られています。DAFが補体タンパク質に結合すると、それらの崩壊が促進され、カスケードが阻害され、宿主細胞への損傷が防止されます。DAF糖タンパク質上に存在する抗原は、クロマー血液型システム（CROM）を構成します。異なるタンパク質をコードする2つの選択的スプライシング転写産物が同定されています。主要な転写産物は、血漿構成タンパク質に曝露された細胞上で発現する膜結合タンパク質をコードしますが、選択的スプライシング転写産物は、はるかに低濃度で存在する可溶性タンパク質を生成します。さらに、選択的スプライシング転写産物のバリアントが報告されていますが、それらの生物学的妥当性は未だ確立されていません。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Raji（1）およびK562（2）細胞溶解物に対するCD55マウスmAbを用いたウエスタンブロット分析。
	

	CD55 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した K562 細胞のフローサイトメトリー分析。

